
日本列島附;互にき達生ぜる深護地震の表

(1905年よ 9 19iJ壬年壬)~まで?

和達清夫・盆田クニモ

1. この表は 1905年より 1934年 4月までの期間に，日本列島附返に設現した深

設地震〈震源、の深さ ~OO粁以上〉全部の設震時，震央位置，震源、の深さ，地震度及び

若干の記事を掲載する目的で作られた。 ¥ 

2. 1924年以後は柏、深護地震に震源の深さヨ00粁乃至 200粁)の表が作られ，別

表として附加されて居る。 下、

3.議震時は大約の値をど分の桁迄示し，震央位置，震源の深さ等は，内外の地震観

測報告を基として調べ，之に就に護表された調査，研究等を参考とし，共の結果出来

るだけ震に近いと思はれる値を掲げた。

4. 乙の表に掲げられた震央位置，震源の深さ等におする精度は古きもの程低いも

のであるが，特に関東大震以前のものは詳細に就ては倫考究の飴地ある場合多く，之

に加へてこの表中に掲載決れとなって居る深護地震も相営在するかも知れない。共等

に就いては後に訂正される機舎があると思ふ。

5.地震度の欄は地震の規模の大小を凡そ示す震に設けられたもβで、， ，精確なもの

とは云ひ難いが，ある場合の参考には成ると思ふ。

6.表中には内外の地震観測報告より若干の dataを掲載し命記事欄には共の地震

に封ずる他の著者の研究結果及び現著者の考察等主掲げて参考と友したっ

7.表の結果を固示したものが第1園及び第2・固である。

8.附録としてとの結果に封ずる若干の統計，考察等:が多少述べられて居る。

9.用ひられた観測材料は中央気象憂年報(地震の部)，気象要覧，内図各地測候所

地震報告，外国各地地震観測所報告F 震災諜防調査舎報告験震時報， International 

Seismological Summary及び内外図人の論文等より得たのであるO 材料蒐集は倫充

分でなく特に古き時代に於て甚しいが~に，との表には訂正すべき所も相営にある事

と思はれる。共等に就いては台気付の方の御教示を受けて迫々完全なものに改めて行。

きたいと忠ふ。

格りに本表作製のため，地震記象調査k封し種々便宜を計って下さうた筑波観測所

の奮及び、現防毒高lJl'.沖雨民及び額制記録を麹f主主主主った一仁JI.k.大阪，名古屋，稲

岡，銚子，水戸，八丈島，水津i秋田，函館の観測所或は観測所長諸氏，叉古き内外

の地震観測報告調査の便宜を興へて下さった東京帝園大撃の地震皐教室の方々に封し

此庭に厚く感謝の意を表する弐第である。
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附録

。日本列島附涯の深畿地震分布園深護地震表にある地震の分布を固示したものは

第 1固及び、第 2固である。第 1固は関東大震の年以前の十九年間のもので、あって，

観測材料不充分の矯地震の数も少く，且震央位置及び震源の深さに就いても精度は充

分で友い。例へば襟裳岬の南方に深さ 360粁のj架設地震が 1同議生じて居るが，近

年に於いてはこの地域に深夜地震は 1同も後生しない3 或は之を深夜地震むなかうた

か又は近年屡ぇ経験される日本海北部の深後地震の震央位置が訣り求められたものか

も知れないが，併し営時の観測材料を以てしては此の位置に求、められる占叉此の分布

傾向を第 1 固と第 2 固とK於いて比較するに第 2固にては殆んど総ての深夜地震

は所謂深護地震帯£昨ばれる浦堕方面より本州地狭帯を過り八丈島西方，小笠原列島

に冶ふ地域に並び存在し，又一方之に直角に交はる他の一つの地震帯印ち浦盤方面よ

り，北日本海を過り，宗谷海峡より，オホック海南部に及ぶ地帯に締麗に並び存在し

て居る。然るに第 1固に於ては震央分布の大躍の傾向は第 2固と同じ様に雨地帯に

沿って居るが甚だ散在して居る。之は主として精度の不充分に起因すると考へられあ

もので，深護地震分布園を新奮雨期間に分ち園示した理由も亦此庭に存する。

第 2園は関東大震の翌年 1924年より現在に到る約 10年徐の期間の統計結果であ

るに拘ら宇、深さ 100--200粁の柏深護地震を除くも地震総数は遥かに多い。之は勿論

該期間の深登地震を悉く網羅し得た結果に外えにらない。前述の如く之等地震は総て甚

だ整然とこうの地震帯を形成して居る。今仮に此の雨地震帯を，横断地震帯及び、宗谷

地震帯と呼ぶ， mpち本川|を横断するものと，宗谷海峡を過るものの意味である。倫九
州南部(或は西部)より琉球列島陀かけて倫他の深護地震帯の存在するらしき事が推

定されるが，との調査では確言するに到って居ない。

。柏、深授地震の分布柏深護地震は，深夜地震とも亦通常の湾設地震とも共の設現

場所をかなり異にする貼が興味深い。第2固に見られる如く柏深護地震は内陸地域に

多く設現して居る。命柏深裂地震は時として火山に関係あるものの如く，火山地域に

設現ずることも従来認められて居る所である。柏深登地震は海中途か沖に設する時は

浅い地震と誤られ看過されるか，又は震源の深さを過大硯されて深夜地震の中に混入

される恐れが結割に無いとは言へたいが，しかし近頃の観測結果では殆んどその心配

はない。命現在の調査では取扱はれて居ないが，通常の潔い地震に釘して，深登地震

及、てF不自深護地震の共等は全く臭って居る事が，第 1固及び第 2闘をァ見して認め得

られるであらう。

。地震度表中には地震度として地震規模の大小を A，B，C，D及び、 Eの5階級に

分けた。元来地震規模の大IJ、は精確に定める事が困難で、あれ特に震源の深さを異に

する地震群に劃しては，との際何を以って簡草なる標準と採るべきかに迷ふ弐第であ

る。本表に於ては地震波の地球上に停播ずる模様，換言すれば地震計観測が震央距離

の奈還迄行はれたか共の庚狭を主なる標準とした。印ち A，Bは共に世界中の銃敏なる

i( 78) 



地震討に感やる程の大地震であるが， Aは特に犬規模なるものである。 Cは地震上の

大部分に亘る程度部ち我園及び、近隣図t乙於て観測される程度のもので， D.は我園大部

分の地震計に感やる程度， Eは我閣のァ部分にしか感ぜぬ程度の小規模地震で、ある・0

との分類は勿論巌密に行ひ得おむのでは泣いから;表に掲げた地震度は大鰻の標準と

して舟びられる・に過ぎぬもので‘あ‘る・o 管

O別表)ー粕深畿地震表・.震源のj深架さ 10∞0司粁乃至20∞0粁智程度の地震を今此庭で干粁f問M架
E護芝地震の名をiσ以y又、つて呼ぷ事とするd
4 月迄の期問に於て調調ちペ守らら~~れ1じ〉γ内別表哀ゆとと‘しじ。て輿ヘられて居る b 綿妻敷女 2鈴8， 深夜地震にtょとし

て共の教は寧ろ少ないo

一躍に地震は殆んど線、ての場合湾設地震であると云ひ得る程，震源の湾い地震が多

いものであるが，規模大なる地震のみを取ると，深設地震は相営に存在する。 gpち杢

憶の約 30%は深夜地震と云ひ得るo 然るに附架設地震は却って深夜地震より共の数

が少い。特に和深夜地震にては内陸地域比設するものは規撲が飴り夫きくないのを普

通とする。

0=三の統計 J本表及び別表の結果、より二三の統計を取っτ見るρa
a)震源の深さと地震同教先づ震源の深さと地震度とに依る設現同教の分布を調

第 1: 表

同教(地 u 震度ー別〉

震源c深さ

A -1' B 1-0 I D. ¥ E 

600粁以上 一 1 一
500-599 3 3 1 一
400-499 5 3 9 3 1 

3ω-399 10 9 18 12 一
200';"';299 3 5 10 6初@ 1 

不明のもの 1 3 -• 一

糖、計
21 .1 21 I 39 24 2 

(14) (2) 

甜深護地震 (6) I (3) I (7) (7) (4) 

合計

1 

7 

21 

49 

25 

4' 

(65) 

ぐ27)

ぺて見る。第 1表は之であるO

之に依つ了C見るに震源の深さ

は300粁墓のものが最も多い。

通常深護地震と云ふものは，大

腫としてこの程度の深さを想起

すればよい。倫500粁以上のも

のを 7個， 600粁以上のものを

さへ見出す事の出来たのは驚く

べき事賓と云ふべきであるコ

規模は線障として大なるもの

が割合に多いが，古き時代の調

査は規模小たるものをか泣り選

L たものと思はれるからJ地震
括弧内の駿字[士 1924年以後のみの同教を示めず。

度に封ずる分布はとのま L信用

するととが出来ない。此の関係のみを見るには関東大震以後のみを取ればよい。併し

A，B階級のものが各々 21同あることは，我図附近に於いて深設地震のE大なもの

が 1年に平均 1同或は 2同位設現ずる事賓を示めして居る。

命第 1表には;柏j架設地震の同数も併示しである。

比較の魚に湾設地震， gpちこの表に掲載されて居ない浅い地震の同数を掲げ之と主す

照 Lて見ゃう。今夜護地震は規模の小さいもの迄数へる時は，甚だ数多きが魚到底比

に 7~ ) 



較が出来たい故，先づ気象要覧に之顕著地震とされたもののみを採り，大正十三年

(1924年)より昭和九年 (1934年)4月までの期間に就いて、深護地震，柏深夜地震及

び湾設地震の同教比較を示めせば弐の如くである。

(A;Bに属するもの・・・・・・・・・・・・・・・・・、.....0ー.....42同
深護地震1

.lC，D，E グ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ハ 65同

(A，Bに属するもの ・6・ぃ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 9同
和深護地震{

， lC，D，E グ …・2・・・・・ 4・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 18 同

湾設地震 顕著地震に属するもの・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・152同

b)深設地震同教の地理的分布深夜地震の設現地域に封ずる統計を取れば弐の如

くなる。

i父島附近(北緯 30度以南)，15同，八丈島附近〈北緯 34度以南，東経司138' 

横断地震帯{度以東)27同，遠州灘伊勢湾附近 11同，近畿中部地方 5同，日本海南部

¥8同，日本海北部，浦盤附近 9同。

一 一{日本海北東部及び沿海州海岸 4同，宗谷海峡附近(東経 145度以西)12同，
宗谷拙震帯 t

{オホック海 5同

共の他、........ .'，.. ...•... ........ ...'.. ...... .:.................. ....8同

C)月別深援地震同教深護地震同教が 1年に於いて多少の週期的傾向を示めすと

第 2 表

月l古豪1% 月 |自室1%
I 7 6.5 四 8 7.5 

E 8 7.5 VIII 7' 6.5 

E 16 15.0 E 10 9.3 

百 15 14.0 X 7 6.5 

Y 11 10.3 x[ 3 2.8 

百 10 9.3 E 5 4.7 

とは肢に調ぺられて居る所ぐ例へは、 V.

Conrad: G"erl. Beit. Geo. Bd. 40 S. 113) 

であるが，現在の結果から求める時は第 2

表の如くなり，大躍に於いて春季(3，4，5 

月〉に多少頻設する傾向が見える。との傾

向は V.Coriradの統計の場合にも同じで

ある。(Conrad氏の場合には日本の海附

近の材料も含んで居るが，それを取り除い

ても命との傾向はある。〉

湾設地震のこの種の統計は大地震と飴震

に封ずる関係があってy 詳論するには不適営と思はれる故此庭に掲げて比較すること

を省略する。

く'80) 



我図附近の深夜地震 (200粁以上〉表 1905年より 1934年 4月まで

(
∞
〕
{
)

時月日|時分|震央叫震源白深2|前| 内 図 報 告 外国報ぜ): 百己 事

1905 
感く東谷くEE面京，〉〉積犬，大其津筑吠向他波(崎1十0，，勝3厚青10〉森本，方e里I水厚J岸秋戸，田(，釧函館路宮〉古，， . 石1 官rr25 18 4.8 日本海北部? 深波 B? ヤ筑波 8~P=99s:

党IX101 5 10 ¥不 |感面積抑方里 I *筑波 8一予約

1906 

(常畿房宮V総陸.古〉(遠，甲7S5斐美洋;S，濃P白塞)相強ー事中|震模l戸-2，C.mI4I武1I356)87藤7，80〈，草o野盈E安湖方}北房島里・・，2(8師上mI団穂〉2近2s ， 8 

C8-P) 

震粁G遠め白u央かた左とte記位異るら皿ず象置もるbe深型Oはのrg.さよ1〈2大92り)0源推森は0の6定博東深とE士宜しなさてのよ品す別求もり。
S ras. 9m538 

2 1 21 22' 49 伊勢湾 320粁 A? 
Man. 2818? 
上海 14h?

番 1907 
横房嗣(其V総揺島白〉Z，，他究白宇(遠島I都洋j〉M水宮H，IE戸C(，沼新E田0柿:潟4，方戸2群石旦~(東巻安，京lJ}名，h彦古f根屋II〉， ， 恐ら〈臨地震…無か|

E 61 17 38 

タト
るぺじ。

3 m 26 20 22 日本3海80
中
N
部
450粁 A 本(芳fYEε洲グ〕〉〉東安.ーー海EE淵2EhL岸〉根闘の地室東震奥(胃1若却〉者下地0総0方，方・醗里(1 披)~近 Go悦.8-eP=9m338. 筑波 8-P=5h

1360E 

父島3東1北ON蓬沖
小7東古加笠京E。n原n方9新島s里，潟近長，，海野(級Y1官3)m主0矢，403島石280，，巻'N主主e南I(1S〉43八1m0F丈337)ぴ8島宮. E ， Zag. P = 49m358 4 Y 41 17 37 500粁 B Goもも iP?=49m3R8 筑波 S-P=122s.

1540E . iS?=59m47s. 

2900方里. (1)根室，彦根，七戸
Go2i1悦1512mmm21539s4R1，，P8，日117R124Wm2m04432m848，s39， ， i88 8 5 V 25 23 04 浦盤北方?500粁以上? A 

(陸奥).
eもC.

一品 目‘咽 d



例年月叩分(震央位置|震源の深雪(地震!内 閣 報 告!タト岡報告(記 事|1"Q- /J  1 !.T(. /..... I..!L ll:L 10::"' ll/J... ~-- 1/1'-1..; J皮 r~

‘/ .' /. I八丈島南方沖 MOWESY30'N | |筑波 85s.Gδ“の iをsP
19ω 日本海北方 I I Ç，nI~倒演ぐ10試問，笹下，北保~IGö帥 P81，伽38.Q，i叫とすれば H=3却粁， pP 
6 / lV 19/17 01 1 430N?  15GO粁以上11A 1八幡 (上縮Dim川、大津，茂寄，C十| ω38， S 18m鈎 |とすれば H=500粁以上と

1 1 1340E?l - 1 1勝油I[路崎，厚岸 (1)大阪，彦根， | |なる S-pよりAて後者
闘京支部より奥羽東洋一帯 ~~-P) I Bud. S-:P=8m50~. Iを正ミなす。

7 1 vr 171 10 

8 1 nr 18/ i 

1

1旧。|
10 1 V 51 0 

111ゴ。
1911 

12 1 JX 6 9 

18 

筑波 828.I岐阜 13s，甲府 50s.

伊豆沖.33035' N. 139030' E. 
山梨:路下

(V)八丈島，布良，横漬， (1)南闘
35.70N 12GO粁?1 O?I東及奥羽，南部東岸， CS-P)棋演
139.30E / /3s，甲府 308，東京 258，筑波山 33s，

長野 328.

八丈島南西沖 IIC}I，:附山， <-1)彦根，甲府，糊，
2813:E I350粁 ?Ic 1特 7的思，雲監iZ72

l 阜 678，金坪 808.
八丈島南方 I I房総の遠洋 34;8

0
N，凶阿.

21 /， '3I&N /J !I 300粁 ?ID 1~~2崎氏 (1 ?彦根，横須賀，東京
1400E 1 <.IVV  1'T '1 ~ 1筑波111，水炉銚子，(S-.P)銚子6伽，

| 金津 75s、
1 ~父島西方沖
19/ 27.80Nっ/350粁 ?/D/(1)東京 (S-p)大阪 868.
1139.00E' 1 ・ 0 石|

!八丈島 1 :-T -L. r3 ~"..t. 

叫 忠男判 3ω 粁 ?ID 1活躍.(S~P)水戸ωS， 東京仇 l
1 142.50E 筑波 60s，岐阜 71S.

1 釘I[路の遠洋

日本海道北方

筑波 318深護型.

筑波は不明。震央泣き釧路沿岸にては格別の現象
を長せざしり!も陸j丸岡下群:同名部町
にては古き土寂の涯に亀裂を生じた十勝の S-Pを君主制すれば

日 37.00N?1400粁'?1 B?Iりo十勝測候所・によれば地鳴と共に IGりι.iS-iPニ 9m5s.1 U3S:5oE'/ I ~VV 1'1 • I ~ '1震動を感じ， S-P3伽を艇て主要動 I~~ 'V"~ ，~ v ， ..~c" I震涼の位置は左の如く決定

にうづり震勤時間 ]m20sにして静される。
止せり云々
lS-P)大阪2引138(0)，名古屋2m278./

101樺太おLV71250粁?1 O?I根室南方沖 I Pu1. S一iトPト=81ηω7
145ゲOE 1 / / CS一P)大l阪2反え 2m23おs，水津 1m24釘8， / ‘ |る o
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番競(年月日|時分|震央位置|震涼ム深さI:wl
---~---- ‘4・ー..--.-.

内 図 字社 告 外国報告 己百→ G 事

小笠原北西沖
小経本新烏めを経笠土潟緩て4最，1原設にてg於奄北大最な北美動和いる西大震てと'1，品沖之動卒な動ににをり起2感たし9て上0りりじ0玉尖下たとN置震動島，る(後lははは自岨-岡弱44V3Ph，島qJE， 初時究を

Pul. iP 8h5m353 

14 V 20 16 54 28.00N 400粁 B? e 12 24 筑波 95s，深護型

142.40E i8 14 41 

八丈南島
t八S丈-島P屋)南j1ζm々阪師西1沖7，nOホ321揮45s。，N1水，叫戸1伽8818m0E 14s， 

Pul の 8-Pが不足をな
15 西遊N沖 C? 四 25 8 24 31.00 

450 半千 ? Pul. 8-iP=6m41s 

137.60E 名古 すが。

6I19748ヰ?J5措40E門2凶粁 1A 1糊(呂P島)町東京 1m4問293 問。E |官…4伽;， 1 571188， Baも. 石川氏 44.00N，150.0cE. 
8m34g， Pul. 9m21s. 

1913 

2116 51 1大島附近ト粁以内? f屋八fSH丈-53島Fs性')東大質八方阪急丈沖)5島銚38第子出(0一λF38N5水14，38戸.14第819二08。，E脱名.出古， 17 TI D 

番 1914| 1 C?I 糊水(8戸-東P1〉方m函4制q館s，1大711制阪O6s&。，N叫yk31揮84610肌E238， l | 1 「L-主不の要動明 s … X 171 7 9. で 勤揺に感移り綬没なる

タト
家屋 をずとあり。
深さ o 

襟裳南方沖

震軒銚石三な域巻陸惑子L沖非捜I4tm微S7常81-.岨動に8P3雨蹟，はτ〉o車筑館九N〈京波，北州261海令1I847mA3道部1115会2に03守Ea a亙遣7J，ホをる戸部震h~動被4o2害h RL ， Graz. 8-iP=9m578 18 nr 18! 3 46 41.50N 3GO 半千 B? 
142.50E Zur. 8-P=10mO.98 

19 v1 28 o 29 
1:，r~捉4島2.5市。N東沖

350 手下 ? A 要1fLmI貿oz3ut.にsS枇(は'0'田〉不P，IJ明ホJ大;，3碍と4阪あ91(Omりf)b2，d，8銚同共3子8水白〈o1戸他mh記括1m事函8fSO館な7) 3 G日 h…Irk. 8-Pニ5m2Ss
150.00 ~~ Pul. S-P=8m30s 浅きやも知れず。

八丈島附近

徴八1仁戸たりm丈北f川る41E144所面宮島020市積城多m88，.O東騒1し8銚函03沖に9子館イ0E自0r3I-3方る9m3P単9問r53)1，東8たN，大安弱，京師阪B震134岡840，を6601相現s0Om，R釘ホ模ioRt7樺利sよb i I 

Graz. 8-eP= 9m51s 左のイ直は内地の報告に依る
(8-P) Irk. 4m583， ものにしてタト困の s-Pに

20 X 91 0 37 33.0
0N 250 ~ミF B Bat.6η140s， Ekat. 7711 よれば H=400km.1立とな

140.00.E時 308， :p堅L8m48s，.Mal1. る。 ーー

471154.3， Zik. 2m36s. 筑波;208(1綬).

ー・・ ーー_.~- -畠悼 uー町一 一一・』一一 .. 晶 ・場ーもH ・- ・



番披I~三月日|時分|震央位置|震涼の深さ I~ml 内 図 計4 告 タト図報告 百己 事

1916 宗谷海峡

72(震水三k8訊域戸陸戸-廃にP沖I函〉m及東〈館O有3び京9995感，V北3I星伽銚Nm車は部，5子4根1は451室4%南rA0に抽方0筑E及8は波，横ぴ石I須たm巻賀4り伽1，m ， 21 I 25 20 38 45.750N 240粁 B Graz i8 -eP = 4in158 筑波;1078( I)，深護型。

143.10E 

番

穂有那岨児潮EmJ誠子岬感島5O87匝島に，2146域四南ぉ翠於03東は8中5ホ.て北沖0宮揮32弱sはm崎大E2田宮震2m出揮阪825860(7，.N自8s1京7-，那d顧F都1覇O3〉問，曲1翠42，南53h0t3EE 長方hE野鹿はm 
Graz 87h59m34.4s. 

E 11 16 39 
Zur. eP 49m30.58. 

タ十

r¥ 

1917 日本海南部

東有部京鹿八都丈京感、児，局島87K(5西続日9H8，-方4演9神5F，沖4〉戸8金，潮田山田7岬h，s揮5，40水N1東e3戸o，，京s1，，大885石宇阪00巻&都0E8宮銚1981子， にS， 初期徴動縫槙時間不揃なり
22 II 22 o 47 36.10N 350粁? C 

135.30E? 
筑波 548深護型。

a 
¥J 

ウラヂヲスト

京1三そよ.02除のり1守，震南1東5大域3方は.泊伊遁体ど有豆の101感沖08(0s〉日，8.-北3仁8P大はV川)阪北銚N敏，海子9加1h道4181南008東水0，E部1津f{ 
UGprasz .es-ipr7m5h ツク附
e8-P=8m49s 筑波 1168 梢深護型?占"・。・予 四 3]12 25 45.00N 500粁以上 A Zik. 8-P=2η~08ヨ

130.00E Pul. 1/ 7m278 

1918 
日本海方面 (以後は 1.8.8より) Uc1.の値は震源の深さ 255

シペリヤ地方

4(IH8J7eo-5n 0PN1)70，7mZ71142E3K89438020mE dD3-e2b 8P， 〉
粁を興へDeb.は258粁を

24 I 31 6 20 255粁 A 
44.50N 奥へるo

135.00E 10m36s. . 筑波 1038.

日本海
日本詳手? 41.00N， 132.00E.? 44.00N， 130.00E.H; 

D第筑がのy深奥波c1e，さ;、i-の1ら0訪Pれ8iO8. ると粁Io?にととよ Ue1e の(I)函館，石巻，水戸，タ卜奥羽のー 0.070 って需源
25 W 10 11 6 43.50N 350粁 B 

部調京地方の一帯に有感.(8-P)大 D(1i7ec-B.P.1)9mDm5y182c?， 8e. 2mO63. 
340草子と

130.30E 2m59s. 
阪 lm43s，水津 1m41s，仁川 1m18s.



戸、

番披|年月山分|震央位置|震源の深さ I~~I 内 園 報 骨 タト図報告
事(I.'8. S.) 

〈(石遠関呂I州東巻)地灘PI大〉m遂方彦阪Oのの1根8甜沖一，臨同出部児弘東33四島津京5園01(3N叩田I2，h匝L局1M筑3水部8波0戸に0山後〈EI震1λ 28 
要覧の 8-Pの値は過小.

26 xrr 31 14 :11 D 2 震筑り域深波護Z;K4態と8 と筑波観測とによ

円

み.58と深む議.。

い231 I D I ~時h悩泊裳却中部沖方及皇岨臨川崎2
0

ED 積 1 175の一部に感じ感面
ー、

f却fea1oa0esr m品d7iu0n目gNsVseV，色o4doan 41nu4Vwel11deNi98-色10，hBt18E hU8e I1dAS erepeelEp r qi. -， 
八丈島南東沖.

. 718 

27 1[ 26 22 37 350粁? D 
(10)石川氏報告 31.50N，

(8-P)水深 1m358 139.10E.例に主り北関東

の一部(東京にも〉に有感o
ually well. 

石垣島北方沖 石垣島北方沖 25.70N， 122.8ロE.

2(京大1(S511-m泊7-2四01PPN8()5J88.9O，m1ZsXD2，但i47Khe88B1漂〉2017E間nV勧11伽1ηi6o8阻253 zo61e耳3so， 8 E 28 百 11 15 53 25.00N 240粁 B 琉球諸島(弱〉室滞金島，本州南部及

124.00E 函館亦之を観測す。

北北海海道道東方南宇沖:42.5
U

N， 148.2
u

E.. 46.70N， 145.80E.. .0.050 
H920 

の ，本邦の束三ドに互りて
オーツク海

有t津針早叫感21駒m田，描2(3名日s8-C(古IIFH屋h)J，函館 12叩1mm25o07o8s8(f(EOI)j〉潮，， 7k 
(8'-P)Zik. 3m548， 筑波山;今村式 1268

29 一-1I 23 2 32 47.0"N 360粁 B 石水巻戸 岬沼 Vien. 9m168. DeB. 

9m068(i -P) U cl..1] m 
I46.50E 4H 931， 2η6222sm，大阪，銚2m子362sm， 大森式 1208.

、 秋田 m428，東京 153， 58.3， Ox. 3m04.s. 
138. 

番
カムチヤツカ

符122犬院mm2撫前s阪訂23金島正s筑3(m南山波II2東附h8山Lg近，函E4大主ym5k館治で坪RohO有3N1，m2感，mm42東1611582(s京3(8S，，0I-榊E仁0〉EFm，戸川j品金釧s33路， 山m m 

48.30N， 152.0oE.. 

南方沖
(S-P) Zik. 3m48s， 

lV 12 8 5 B Bat. 8m118， DeB. 9m 筑波山 2m318.

タト
480N 418， Uc. 9m578， Zur. 
1590E 

558，銚子 2m48s. 10mu4s. 
..吋号、‘ ー...町+由旬・

い

8
v



香取|年月山分 1~，;..*-tL戸l宗一~~~I~íil 内
H
M
m
r
 

J1YT 

事

遠州側迩のr~11 33.5 N， 1i37.50E 
御前崎市方沖閥京地方は微感.(S-p) 筑波山 45~

却 1W 151 21 141' 34.10N 1 4CO粁 1c If}，2，東京 43s(1λ 水戸司8s(1)， I 33.0oN， 139.00E 
138.30E 示1I1戸 48s，彦根 43s，銚子 478，宮崎

11η708s. 
I .:.f~I5M ;;f;:'，rt.M， A~ AOl¥.T ~<)<) ，-t0'Q I 44.00N， 131.00E. 0.070 
C lzmff説121A2主E右感 i宙開之官い!筑波 92s
I(s-p) 7JC洋 1771393.l453. 

八丈島沖 129.0oN. 139.0oE 0.0601筑波 78.8s深護型.

450粁 |ClF控院長持:ぷ勺度認I~s~~) ~~an 加悦|石JI\氏は紅側， 139.00E
紳戸 1m20s， 大阪 ï~lOs."，-，.， ---. 1 Ba七6m08s. と報告せり。

伊豆ヒ島凶沖伊豆七島附近.33.7uN~9.5uE. 
33 I ][ 151 13 32 I B3.6"N I 350粁 I C I北関東一帯に有感.(S-P)水津 1m1 33.20N， 138.00E 筑波 50同深護型3
| I  138.20E I l11s. 

究島西方施淫削f仲中I~flA ~~I D I ウ行ラヂ打ヲス川トツげクE盟雪秘悦f恐乳札kkしい，パ，13お3何 I~昨?出与誌延弘μ町a」rir??:広Lz為為2忌お包ト円山-p町市)
3配4引l四 4判12幻3 却飢1 25内 I 2削OωO粁 IB引|水州戸 稿融島，W5i函館俳に有械感 (仰卜Sト一P町}|2却説告品1摺t管ず3私bみmi認zP到込副lP附， 鮒伽， 銘伽5s，， 

1部 5
0

E I I I 水津 2m38~， 大泊 3m44s・ 14o:rs;， vSiv4伽。;.ls-PIHS-
ぉ 11X 81 7利八語習中|ω 粁?1 D ¥設?堅議官，白河，蜘iに徴感 !33.80N，川口E. 1統kfsお内 1却問

I 141.90E I I (S-p)水津 70s，東京 26.3. I . . .... I 

八丈島附近.
八丈島南方沖

36| E 271 6 161 1 320粁 ! D!闘型地方の一部に有感;;;，11.6 1"".，1<)0 
31VN | | |(S P)大阪 lm12s，jf，111戸 1m12s，1 (S -P)届ik.2m42s . 1石川氏 30.60N，139.00且
140.0oE I 東京 1m083，71c津 1m38s

川満洲加 I I D I附伺70N.141.90E 
¥ I D I千島列島附近

| |北海道千島一帯に有感.

|八丈島 I I八丈島西北西沖 33.4れ丸 138.dOE
281 長11P|3GO 粁 ? I c I 闘;束月束刷速
1-1臼3犯8:50E?I争 I (S-P) 名古屋 4~ ・，水津 66s
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む
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タト図報告
(1. S. S.) 

29.00N， 137.00E. 筑波 70s深護型.

伽働〉…ベ 柑深護型

lfupsρ紬)P llhl ~&; 4-村式回8
F 12.7h. 大森式 93.28深護型。

lfUPSの報告)jP川波1り明瞭なる深護型0
31m51s， iN 42m25s. I 

筑波 S-P48.6s 
P 43.18， ScS 13m25s， 
今村式 ScS13m37s. 



4時分|震央位置i震源の深さ|炉|内 国 報 告|列、〔Fs乱世|記 事

1 .， '"1 ~o 1-1[/ ~.("，，!. ，，~，.，..l.l ~n ，.. ，，~ <) 1 r< 1千鳥時提鳥附近 I 46.00N， 149.00E. 判17 281側同北西沖1200粁 ?1 c 1 ~トP) 水坪 1rn56s， 大阪 2rn仙 I CS.~ P) Êk~t. 7~，28s.1 
|制1戸 3rn15.3. I¥."'-.1..'" .L.<...~". '''''''~'''I 

究島四沖 父島北西謡沖 130.60N，144.00E 
291 19 47 1 27.3('N 1400粁以上?Ic 1 の -p) 大阪 1仇~8s，制l戸 1m36s; 1 27.3N， 138.5E， 0.060 

140γE 1 水伴 2rn07s.長崎 1m-57s. • .1 (S-P) Pul. 9m04s. 

4 1 ω什2方 ?中(卜S却湖川吋οω川O州粁川?イl卜c時a銭鰐3誤間月忠相F刑:F戸抑z摂鵬抑叫肌史問問臨臥;z恥Jおゐ感忠.拡叫叫弘bMM山山示A品ぷ山山山ii跨間出問1Z釘出問努前臼悶i2官;25l降5悦鴇拙長F:叫附f値川の位
能登4牛主島沖
fl~*Q'~~~~~ 1 Oni¥ ，.，.，. ? 1 r. 1 1 K. Wadati (G. M.)にあ221 7 43 1 38，250N 1 200粁?1 D 1 1 .L~ 
|I  137.0oE I I " 

1;; "" 1八丈島市西州 I i'I I ~r ~- ~ 7>T:-I...l.t. On J:'Oll.T .， 00 OOT~~ [32.00N， 139.00E. この深設は K.Wadati石
3|11 301 3200N | 320粁 IC I八丈島西方沖. 32.60N， 138.80R [Ö~050.l.'， .I.uu.v.u.川氏何れにも記され子あ
11.  1~9.00E.1 ， 1 V.VVV る0

44  81で挺F[3M?lD|州市方 33.70N… 1 34.00N， 139悶 |筑波;深津型 (/J，)? 
尖島南方沖~~~t::FF~b;'+'r 1 0.10¥ >1，..-.') 1 i'I 1 :r-，J...!3';'.I'o': ~"'nq.l.t. 0.". AOl¥，T 'AA  oOp 1'0'"1t::01l.T "1AOO¥O"Q左の値は大いに疑問を有

部|ωω| 2550N?lMO粁?I C I八丈島南東進沖 ωAON，凶30E.I 27.50N， 142.00E. ナ。浅護?
1I  143.00E' I 

北海道附近
初動其の他の制査に依札ば北海道函 148.00N， 148.00E. 

47 1 Y歩 281i8 出 I 47.80式 I 4ω 粁 1 A I海に震央を有する如<，有感l亙域よ I?~Oω 
りみるときは阿南方海上にある如く I(i-P) Bat. 1m43s. 
見ゆ。

42 1 v1l 

日9T

3卜5己

オーツク海

147.60E 

48 1 vi: 31 11 42 
伊豆牛島
南端附‘近

34.60N 
138.90E 
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K. Wadaもiにもあり。49 I :xrr 141 5 24 



ー ー '・ー，一一

番銃|l年v月日!i 時分‘!|i震央位置I震源の深y叶i地皮震||内 問 報 告||仲 (I間.S.報S.〕告 i1 l記 事

国;|噌← M| |話。粁?IDi遠附なる沖 33町 37.3"E.!SlHN.14L5"E. .I~戸籍?か日本海方面
5引IJ[ ~7 1I13 1s' I1八主123島987南700N西E神9ι|14帥粍 ?:I1D 1l宇都宮にて徴震を感じたるのみ。， 11 却 80N，.18:0.3aE. I 12坦 央気象謹記象紙はa深護

富士川流震域.，f大.度I阪震〈〕Hi，八阜)徳丈金の深島島山さ筑石融(llI巻波め〉，騎山て，釧大吉弘踊路な一八丈島西方沖 宇井等る，都ぺ飯宮L等。田 ~?o~， !--?7.~0~. 0~045 IK~"\V 石川氏双方に記載
5~i 1 w 201 0 50 1 33.00N 1 350粁 B 1 ~~~~. ({2A~!!? ， ~~Il~'..，.~~;1 (i-P) ~k~t. ~m~~s 

138.00E I t!> -r.ocIIJ， *r&， ， 1!.1fii，i5:i%， @!l1fá. ~1 Baku 1m15s あり o
障4

~I-;3:1 Y 1el. ~幻 |A諒r'! 町 A 量的EFd哩f7 E. .!3町一州石川氏に記龍あり。

"，、

丹

震震都境後源度，等迩(足。E深尾な)松，るさ北極沼山，津方め踊，沖て大石井3巻な7f，(るIN絞べ3，潰甲1L3府，6帯1

0

皮

E

京
， 

能登西方遊沖
、
. I I 1f，îVii7.J~ ~;ftjð6 -c:kt;r， Q ---< L. ，1 36.50N.133.0oE. 0.0.50 

54ι V 27111 30 1 37.70，N.1 370粁 A 3(i6-50PN〉， Baku-177J298 K.M人石川氏双方にあり。
134.20E Ekat. 1m163J  

g 

551x 201 18 42 八丈2島9.0南ON方沖1400粁 01震八丈度(島I南〉水方.戸29宇50都N宮，1，40父.0島DE，-小名 27・3~N，138.50E. 0.050 ・
問。E1 ~vv~ÎÎvl滋(i-P)Ekat伽 18s

'V 

56|||192I6 1523 53北海4道5.2宗0谷N沖1360粁 01根惇室貯沖(Ui合君3臨3.8
0
制

N山，133f8T0
〉
E
旭川i，
gljl|14500N，14300E 0060| 1 | 

| 142.60E 1 
VVV1'~r 

1 

v 

1 
路一，札品幌川J

宮:.>~，古/fJ.'<;盛ヨミ岡等リ. .JIL!:!.'.I" :JiIll ，
1 
(i-P) Ekat. 1rril1s 

1 

57
1 

'u 11114 61父宮ず|2;*?!D!皇室服島町一 |品開削E !~~符き捌粁未満やも

58 1 W 21 1 叫
志当摩半持島

制粁 A 
遠震捌度〈灘
E造〉宇な都る量沖， 3I2Z7調

ON
査，
1

諸
38.0

君
OE

主33.0
oN.137.50，E. 0倒51K. W.にあり。

137.00E 海一部道.の(一I部〉近
. 

彦根附近 熊野灘沖.32.20N， 136.90E. I 36.00N， 134.00E. 1 K. W.にあるま Lを用ふ。
59 YE27 355 33564400E N 

3qO粁 B'震度(:rr)高知，彦根，大阪，京都及 0.050 1(1耳)宮本氏 (G.M.)も上の
136.40E ， 主!t2)管内.(1)京都，彦根の舎内・__L(i-::-?2前ras.1ni33s 値に同じ。， 

← 
~回+司『

・』

h4

・4 LP司 リ'. -圃圃品4--. 、1 句 ，d.  ， e ， '-a.'- 、 .， 4ド司 'ーも._.A‘ 日間咽， 、- ah咋占 』
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番披|年月日|時分|震央位置|震涼の深さ If:~1 内 闘 3怯 合 “ I タ卜 (1. 闘S争.報s.)告 I 記 事

「叩 lli1ll l 
隠l民36東2方ON沖 経金ケ崎，水迩沖. 37.2

0

N， 134.3
0

E・ 36.20N， 134.50E. I K. W.の値を左に記す.
60 1 1 151 23 31 1 36.20N 1 420粁 C 津 ，骨にて感.震域民

134.50E 汎にして洋区々 と民して出有現せり I(〆K.、N'.の値〉 ο060 1 (14)本多一竹夜雨氏も同じ。
EI水金乃上華戸至り山闘に6於伽i東申告い地方て有に感7ii.なりれて共s-p西はは飯6田曲

K.W.によワて奥へられ
i叶近 400粁?

たるものo

~21 V 181 6 岨 1j宮tt!5M?!B|醐沖
1
44…山醐|同 上

熊野政
N
it 

八丈内外島異市筑常凶波震
沖 33.3
水

ON
戸
13
柿
8.5
岡

，
OE. 300 K.W.によるも

iののもにのしもて同
， 

63 VI 18 11 27 33.60 300粁? C 
勝粁、

山， /..J ~I -， 及千葉 32.00N， 139.0
0E. 0.050 

本値多な
一竹花雨氏

138.5 E 下に常震域. 1 りD

64 可rr12 9 34 
父
2
島
7.
西
5N
沖
D 500粁 B 矢矢微動島島北計に凶糊て約弱測震は

30

全を

0
感国粁にじ四及た海ぶる底のみにして

1 
27.5'N， 142.O"E. 0.090 

140.0EO 

65 v.nr 21 7 13内FP|糊粁ト|御前崎市別出町一 l
本

8E8
多

1G4OrN
ー，竹に13花は7
両

63P3E

氏

60.

自

NE値，=1

は

838004f
粁
E
. 

| 

139.00E 闘東地方の一部に有感.
H=300粁.

師

1
W 24
1
14 却 i八3f|制粁!刊誌?231て微震

遠州政!f:沖 御前崎南方沖 33.60N， 138.0oE. K.W.には34.00N，138.0oE 
67 JX 13 o 29 34.20N 280粁 D 震度(rr)桜演，布ji岡，小名演. ( 1) 33.7

0N， 139.00E. H=300粁.本多ー廿花雨

137.90E 闘束地方の一部，呉常震域ナ. ー氏も向上の値なり。

日本海北部 日本海北部の地震.
K.、羽は 410N，1330 E. 

68 xrr 19 4 50 41.50N 350粁 C 41.50N， 132.00E 
6本1G3o2多8aEF行7花2抽両氏には 41:3N

132.00，E 異常震域ナ.
粁.

1928 
八丈島西微w"J120粁. KW.によヲて奥へられ

69 1 18 22 11 I 33.40N 400粁? D 震源て微の深震さ柏j架きもの L如し.東京
137.90E に たるを用ふ。



番競l年月日|時分!似位置|震源の深さlFl内 園 報 告 外 n間S.報S.) 告 記 事

K.W.約32.9
0
N粁， 137.9
0E. 

究島南西沖 H=  *'-1 500 
ノス支烏南西rl:t. 32.40N， 138.20E. (15) V. ~c. Stechschulate ; 

70 ][ 29 14 07 31.70N 410粁 A 31SN， 137.8
0
E. 0.060 31045'N， 138092'E. ' 

138.20E i来き約 400粁.異常震域す。 H午 410粁.
(lG) K. W. ana S. O. 
H=400粁.

1 4 l-伺 I A I轍島北側震糊探きも白 150.O"N，I49.0"E. 0.070 I 71 Y 1348 1450 9.0O DE 450粁 A 釘J!路，上風速L根室〉にて微震、 50.0
o
N， 149.0

o
E. 0.070 1 1. S. S.の値に依るD

72 1 vnr 161 12 50 1 2830N I 450粁 C1~250 究悶 l 450 ff 10 1錨凶印刷駒I40.00E I . . I I i架かるべし.父島にて弱震(弱〉、

f、 731叶ベ問?掛かド 1B 1千島北半
|田町…削lMの日
(i-P) DeB. 1m08s 粁を奥へるD

八丈123島290南50西NE沖I300粁 |八丈島南西沖…OE 要覧， K.W.及本多一竹
74 1宣r28 2 59 D 1 300粁. 33.00N， 139.0oE. 花雨氏の震涼位置何れも同

震度(1)東京，勝浦. じ.之を採用す。

g 
¥J 

1929 
体大4多8.来50加N潤・ 落R丘室き、石岬東南東沖 43.3

0
N， 148.2
0
E K.W.には 42.30N，

75 ][ 17 21 15 200粁 C 度(IO康尼.(1)釘11路，青森，根 49.00N， 144.00E. 0.050 
144.00E 148.2E. 

志摩宇島沖 伊勢湾口.34.50N， 137.20E. 300粁.

←要1す3J路6竹《167花，0J鷺EE 雨坂氏WH氏=(，T何験I30れ時80〉も8粁3皆.4.本類30N，多似， 76 可E 31 6 39 ~.?:~ ? 320粁
A 四囲，中国，本州中部の所々に徴. 34SN， 137.20E. 0・0，50

137.50E 闘東の大宇，東北の南部に弱.

!1i11li-i  

|…ーやも77 1 IT 281 23 57 1 47.0oN'l 1 250 ;f.~ ? l' D 1 :' 1 48，()ON. 137.0oE. 
E 146.00E 粁 深居地震にして釦J!路(IO・根室(1)・ 。，ON， 知れず

61 12 招|父宮開 1250ff?IOI矢島北柑l 却 N 
|梓吋氏一て興

78 1 ][ へられた値なリ kwifl 139.50E 震度(ID父島. は ratherdeepとあり
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番披|年月同時分|震央位置|震源の深さ1p| 内 間 報 』ト4ヨL タト図報告 記 事

イ][111 01 271 オ 訴す[削粁 |ο|牒太北知 1 1宮本氏自一五

鹿児島海
鹿児島腎.31.60N， 130.60~. H = 300 本多ー竹花雨氏の値を用
粁程度.宮崎，鹿児島，熊本勝、下の

80 JX 29 13 53 31.6N  260粁? D 感所・。々 及淑戸内海中部沿岸の所々に有
ふ、口

130.60E K.W.の値は要覧に同じ。

日本海北部.44.0oN， 138.0oE. (18J K.M7.aIId T.7I本0E(多G.一.M35竹.0 ) 
1931 日本海北部

北海道南部沿岸，東北地方大部分，
粁花JのSc4白もr4a値同5e0e値をE用， 13o 81 1I 20 14 34 44.50N 350粁 A 関東地方の大部分，八丈島及中部， (l!l なはふり、4.。4.30N， 

135.70E 
中岡，近畿，九州の一部に有感。

135.50E 360粁.

123 231浦郡1250' *f 1 0 1一一阿国11 23 23 1 46.00N 1 250粁 C
45.00N.141.00E 143.70E 北海道南沿岸地方及盛岡に有感。 raもTIerdeep 。L。Nあ，り.

1 W 2119 031日間 1350* 10 1… z…2E  l 83 1 IV 211 9 03 1 38.50N 1 350粁 C 梢深きもの L如し。闘東地方の一部 も震源位置は同 LOそれを
134.2
0
E 及宮古，弱1I路に有感。 用ふ。

益田川流域
まi

霊益中し部漫所な田有地川なあ方有感中り感。。流中部域。そ，。関自2近他東5畿，北7。刺及海N中道，h1閤南に37東白も3所部有OE感に々念せに
K.W.に 250粁とあり.

84 VI 21 11 38 35058'N 240粁 C 左の値は本多一竹花雨氏の

137030'E Z， 1iaを用ふ。

白ト 3011 431明|細川Bi熊野灘 33阿 1描町一| 花雨氏何れも同じ震源位
136.80E 異常震域とす。 置。左にその値を用ふ。

116 351矢部取 1400*f IB I蛸北西神田0 l本1氏40多0280E竹70花NEZ，…=123690r粁E 宮HN本= 86 1 rr 31 16 35 1 29.00N 1 4CO粁 B
14010E 究島に弱震を感じたるのみ。

410粁.

イ
4 17 
八
I
丈

183

島

095I1m4400NFi| 
410 秤
1 ̂  li八闘0
丈
0東粁大島宇問位，和東豆北

3

南七

a
東島

60N
，部.小に

1

笠有

39

感原

F

群。

E
島，
1.
日向もも (ipP-iF)1m418l| 

| T、。-1T
1I::m… 用
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番抗|年月日|時分|震央位置|闘の深さ 1:1l~1 内 凶 報 外国報告 百己 事

831 w凶卜2 431 明。引 320粁 1c 1熊野灘担問一部0粁内|
186.7rE 外.関東地方に人身感揺らり o ょ、。

い4古品。響|話。粁 10 1大岡担問問約 3叫粁 1Zik. (i-i…4s. 1本多竹花両氏自他を用
135.30E 闘東地方に有感. 宮~、本D 氏.H=370粁を興ふ。

加|羽田1
17 |叩5 1 35013' N 1 '360粁 C 闘東，東北，北側等の大平洋岸~ I Statt. ipPーiP によって2二存れたるもの

135052' E 各地に有感， -1
U

(/>F]!;L"F

v

..../"-rrrJi-
v

......1 1m23.5s にと同してじ本。 花雨氏も之

9 31 八丈3南島1.2々0西N沖 300粁 C 
八丈島南々西沖. 31.20N， 139.00E. 

本多一行花雨氏の値を用ふ

139.00E 
300粁内外ロ宇都宮に有感.

十1 町l父島南雄沖l |錦南方盗沖仰向
尖島にて弱震.

日本海北部
相部白日本常分所海深，々北褒関に部東有北感の4海束4宇道70，のN大本，1宇州39，中0東部OE北白東o部大 Pas. iPP-iP= 本多一竹花雨氏の値

23 23 44.90N 350粁 A 2m55s. 
138.00E 44.7N， 139.0E. 350粁.

91父撲中卜;oO*ef 101究島北々西沖盟問 140悶
140.50E 約 300粁.父島にて弱震(弱〉。

但 I X 
14
1
21訂内Fl捌粁 I

c 
I

八丈一坤 3 げ~、。一一氏叩138.80E 
. 
C'''-' 

I 
-
I H=120粁.

|宗…

1

370*1  

一床岬東方甜FN1M|
95 3 1 46.20N 1 370粁 B 相常深護.北海道南部沿岸，東北北 145.30E. H=330粁.

144.60E 東部沿岸に有感. 宮本氏の値を用ふD

I-~ +" 
48

1

尚北部

1300*IAI
問…

96 1):1 131 13 48 1 43.80N 1 300粁 A 1350粁北海道の大平洋岸，東北全 Hongk.Pr-P=56s 
136.70E 般，闘東の大部分に有感。 Ucclei-iP=lm14~ ・

四S'o

|熊野灘|
熊野附……灘ドU一 3お加3幻7………0 粁 i 要覧，本多一竹花雨氏は向

97 E 51 9 20 1 33.70N 1 350粁 C 震央附近は無感。陶東，東北にかけ
137.00E て有感. イ直なり。左にそのf直を記す。
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番披|年月日|時分|震央位置|震源の深さI:ml内 図 平民 告 タト園報告 言己 事

112 571凡丈吋 [ 1-沖981 H 91 12 57 1 31.70N 1 250粁 C
138.80E 闘東地方に有感.

3官宇|細川 AI斜地
140.20E 束，東北の所々に有感 1. H=300粁.

オーツグ海 知床岬北方沖.46.50N， 145.30E. 
100 V 24 13 36 46.70N 450粁 C ;fl~深護.震度(H)民尾I (1)釘!l路， 同 上

145.60E 青森.

八丈3西島2.南40
西
N
沖 八丈島西南西沖.32.40N， 138.00E. 

101 V 29 8 40 300粁 D 
要!i誼，本多一竹花雨氏は値

138.00E 
300粁.震度(1)筑波，勝浦. 同じD 左に用ふ。

八丈島南方沖 八丈島南方沖 30.3N， 139.4E. 本多ー竹花雨は氏は要覧に同
102 E 31 1 白42 30.3:'N 380粁 A 300粁.八丈島は徴.闘東，束北の Pas. ipP-iP=lm30s. じ.宮本氏 31.0

0N， 
139:40E I 東南部にて強〈有感. 140.00EH=410粁とあり.

1031 IT :6123051高…神1250ft 10 1漬…沖 34.4
0
N.137.8 l本多竹一一1x .61 23 05 1 . 34.40N 1 250粁 C

137.80E 粁震度.東京，水戸に徴震. と同t.::o左に用ふo.

1041 IT ぬ112イ問者|蜘粁
l卜0:誌蜘向野醐灘削山…。叩引E引 136…3描6 上

136.60E 闘束地方の一部に有感.

I'E 1城島南西沖…90E | 4 34 1 32.soN 250粁 ，E 1250粁.震度 (1)水戸，東京，銚 上
139.00E 子，勝浦.

中知4来6床.方6牛ON島
宗谷海峡東方沖 45.20N，144.00E. 本多ー竹花雨氏は 45.40N，

106 E 51 4 34 340粁 A かなり深設.北海道附近南宇分，東北北 Pas. ipP-P=lm22s. 144.00E. 350粁. 左の値

144.00E 東部，踊島及水戸 に有感. は宮本氏Iの値なれ

1934 
3八5丈0粁島南方沖. 30.0

0
N， 139.5
0
E. 八丈島南方

107 N20 1 14 30.00N 380粁 B .父島にて弱震件闘束の所々 Pas. i-P=lm34s. 
139.50E に有感.

γ 



別表

雷競I年月日 I時 分 I震央位置 I震の深源さ I地震度| 言己 事

1 11拙 1 271 3 1511説狩|町 1E 1左に震軒目
21vn  11 0引叫7

0
N147.6E 11器 1A 1恥叫町一日脚粁 要覧 41.70N..144.50E. 

31
19お
1
28
1
13 147.20E: |認 |1m;叫147.~OE

120:粁 A 要覧 42.10N，.146.10E.
， 

51
18イ31.50N

1
160軒
1
B 
I
問問削阻止O蜘

130.00E 要覧 32.5
0N，132.20E. 

百四|盟問|釘126.80E; ト胡軒 lA|IES;同 126.80

要覧 25.00N，12i.20E. 

6119町川 4 拙 11器;:2 l吋 D'
1

恥甜問問E

K.W.によって上の値は奥へられた。

i|3r186E!11  x[ 18 
1 
5 22 

I 139oI9:9E' 1110粁 D 震研の値を用ふ。

8 :xrr 10 11 45 3379 
80N 

160粁 D 139.80E 
I本要約
E

1 

3B

貿深多

0WB

ー軒

さ.，

竹

8313780

花

70

ザ

0E0F:N
粁

NN3
，

8
，

11031383

。
&N9r

，

98E
0P1E E 
39 
EI = 180 粁
.OOE. H= 

9 :xrr 31 14 50 36.l
0N 140粁 D 

震要IE

本
1

2B
覧研多0WS

ー粁

2; :;33

竹
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同年月日|時分|震央位置|震源21地震度| 言己 事

39.80N 
要K.覧w・38験99.r時8〉NN;，， 140.5DEE深=殺1 ，398"'N， 140.50E H=130 (⑨〕岡'，~lTf); 39.80N， 140.60E H 粁18 I 9 I 10 46 130粁 C 140.6E 130粁.
本多一竹花;上の値に同じ

liMFN  x[ 1~ I 22 11 I 139:4oE |削粁 1D 1 

却11932Il 19122 沼 |123:2 1150* 
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1

輔の値なり o

本多一竹花も同値c
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1
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要覧の値なりo

.xr 18 130.40E 
1
100秤
1
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1

要覧叩。

本多一竹詑も同値。

:xrr 27 6 15 I 12S:SoE Ir~ 粁 1 B 1要覧お
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? 向詳査を要す。
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1…40422m  140.0oE ト却 l' B 
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粁
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l
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X ll32r  2 I 4 24 11Sl:4oE 
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| im阿|約 1c 1 1 I 9 16 I 139020'E I 100粁 C グ

Il 2411" 目 l21rN ト吋 A 要覧 24.5N，143.0E. 145.00E 或は倫深きやむ知れず。

註 (8) 験震時手!~第六巻，第一蹴一回揮湖地震に就いて，間四四亥a

其の他は前註に同じ。

追 記

' 

。1927年 8月 13日 2時 33分頃の地震を震央 36.0oN，135.30 E，震源深さ 360粁として遁加
する o1.8.8.報告に於いては 34.7N，134.5E深さ NormalであるD内閣報告に於いては (8-P)

名古屋 40.43，洲本 38.48，長野 44.68，熊谷 49.6.Q，銚子 57.63，福島 61.68，村j問 M.1s， 伊

吹山 39.230 震度，柿岡 Iとす0

@1927年 8月 12日 9時 34分父島西沖の地震は本去に於ける震央及震源の深さを 27.5GN，

139.60Eo 470粁o と訂正する o

@1933年 7月 13日 16時随分奥尻島西北西沖の地震を震央 42.80N，138.70E にして梢深護

地震らしu、D要覧には震央 42.40N，138.7cE普通地震とす。

註

(1)， (2)糖、ての材料(こ Lに掲載せざるものを合む〉を綜合して著者等の推定したる結果を示す。

(3)地震規模の大小を凡そ示めすものにしてA，B，C，D，E の 5階級とす。 く4)1905年一1910

年間は中央気象蓋年報第二部地震の部，内因報告は殆んEこの年報より採用したるもの，1911年以
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後は中央気象彊の気象要覧より主に採用したるものにして中には内地の測候所の地震観測原簿の寝

しもあり。くの 1905年一1917年までは外園の観測所の報告より， 1918年一1929年までは Inもer-

national Seismological Snmmary より，それ以後は適宜偲報告より採出したるものなり。(の

感面積は有感畳陸地面積の略.(7)*l'ub. of the Eqk. Inv. Com. No. XXII.“Observation 

{)f Local .E但もhquak~s ‘0:0: Mt; Tukuba， in 190[1 by F._Omori."中に掲載されたるものに依る。

(8) Pub. ofもheImp. Eqk. Inv. Com. Vo1. I.， F. Omori.“Seismograms showing no 

Preliminary. Tr.emor." (9) Ger.l. Beiも.z. Geophys. 41， 2. p.168 (10)著者等が記象紙を検

し得たるもの，命場合によりては S-Pなる記披を省くことあり (11)験震時報，第二巻，第二掠

一本邦額著地震表:石川高見. (12) Geophys. Mag.， Vol.L No. 4，'Vol. No. 4. and Vol. IV. 

No. 4.-Shallow and D己epEarもhquakesby K. Wadati. (13) Geophysical MagaziIIe Vol. 

8. No. 1 p. 77.. (14)験震時報第八巻，第一読一深護地震の護震機構と地殻内部に於ける歪力:

本多弘吉，竹花峰夫..(15) 13ull. of Seis. Soc. of America. Vol. 22， No. 2， 1932-June. : -V. 

C.S加chschulu蛇一(16)Geophys. Mag. Vol. VIl， NO.2.ー“ Onιhe TravelもImeof世1e

earもhquakeWaves (Parb III)" by K. Wad泊iand S. Oki: (17)験震時報第三巻，第三銃一

昭和 4年 6月 3日の深層地震調査ー:鷺坂清信. く18)Geophys. Mag. Vυ1. VII， Nu. 3-4.ー

“On deep-focus EarもhquakesinもheNorthern' Parもof色heJapan Sea." by K. vVadati and 

T.Isikawa. (19) Roy. Soc. of London. SerIes A，Vol. 231. Pp. 207-234“The Characteris-

tics of a Deep Focus Earthquake: A SもudyofもheDisturbanceof Feb. 20， 1931." by F. J. 

Scra:se， M. A.， B. Sc. (20)験震時報第七巻，第一旗一昭和 7年 7月 25 日琵琶湖附近の深設
地震に就いて..竹花峰夫.(21)気象集誌第二韓第十二巻第三競 ScS波に就いて:和達清夫.

地名略語

Sもras.一部rasbourg. Ekat.-EkaterInburg. UC.-Uccle. Amb.-Amboina. Zag.-Zag-

:feb. Mari.-Manila. Vien.-Vienna. Tashk-Tashkent. Goもも.-Gδもtingen. Zik.-Zi-

ka-wei. OX.-Oxford Pul.-Pulkovo. Ups.-Upsala.. 0比一Otもawa. Irk.一一Irku止.

Hono.-Honolulu. Bud.-BudapesιZur.-Zurig. De B-De Bilも Hong.-HongKong. 
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